
女性自衛官が母校の横須賀高校で後輩にやりがいを話す
る
生
徒
と
約
１
時
間
に
わ
た
り
懇
談
し
た
。

た
わ
ら
、
日
頃
か
ら
母
校
の
恩
師
や
自
衛
隊
に
興
味
を
持
つ
後
輩
に
自
衛
官
と
い
う
仕
事
の
魅

て
い
た
。
一
方
、
母
校
訪
問
を
終
え
た
田
村
士
長
は
「
今
ま
で
誰
か
に
自
衛
隊
を
説
明
す
る
と

っ
た
田
村
喜
世
子
陸
士
長
に
、
自
衛
官
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
た
。

懇
談
し
た
生
徒
は
「
先
輩
か
ら
直
接
仕
事
の
や
り
が
い
や
試
験
対
策
、
入
隊
前
に
や
る
べ
き

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
は
男
女
の
区
別
な
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と

支
援
し
て
、
生
徒
た
ち
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
、
若
者
が
描
く
未
来
の
夢
や
可
能
性
の
拡
大
、

掛
川
市
担
当
広
報
官
の
渡
辺
悠
太
３
等
海
曹
と
と
も
に
母
校
を
訪
れ
た
田
村
士
長
は
、
進
路

良
か
っ
た
こ
と
」
や
「
戦
闘
職
種
で
働
き
た
か
っ
た
こ
と
」
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
高
射
特
科

た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

田
村
士
長
か
ら
は
、
自
分
が
陸
上
自
衛
官
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
と
し
て
「
緑
の
迷
彩
が
格
好

力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
強
く
希
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
実
現
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
う
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
自
身
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
や
り

田
村
士
長
は
現
在
、
東
千
歳
駐
屯
地
（
北
海
道
千
歳
市
）
第
１
高
射
特
科
群
で
勤
務
す
る
か

こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
採
用
試
験
の
受
験
に
意
欲
を
見
せ

を
優
し
く
丁
寧
に
伝
え
て
い
た
。

結
実
に
貢
献
し
て
い
く
。

川
市
の
横
須
賀
高
等
学
校
に
お
い
て
、
同
校
を
平
成
２
９
年
３
月
に
卒
業
し
陸
上
自
衛
官
と
な

課
長
を
は
じ
め
恩
師
に
近
況
を
報
告
し
た
後
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
希
望
す

部
隊
で
の
仕
事
の
様
子
や
、
各
種
通
信
関
係
の
資
格
を
得
る
な
ど
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と
に
つ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
元
出
身
隊
員
が
母
校
で
近
況
報
告
な
ど
を
す
る
機
会
を
積
極
的
に

息子の成長を期待し涙する母親らの見送りの中、入隊予定者が出発
川
本
部
長
が
正
面
玄
関
か
ら
姿
を
現
す
と
、
全
員
が
自
ず
と
姿
勢
を
正
し
た
。

上
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
入
隊
予
定
の
若
者
た
ち
が
、
家
族
ら
と
と
も
に
続
々
と
集
ま
り
始

に
対
す
る
思
い
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
人
前
の
自
衛
官
に
成
長
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
い
く
。

大
隊
に
入
隊
予
定
の
２
３
人
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
の
道
の
り
に
送
り
出
し
た
。

と
い
う
エ
ー
ル
を
受
け
、
武
山
駐
屯
地
へ
と
出
発
し
た
。

入
隊
予
定
者
は
、
し
ば
し
の
別
れ
を
惜
し
み
涙
す
る
母
親
と
力
強
く
手
を
握
り
合
っ
た
後
、
大
型

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部(

本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐)

は
３
月
１
８
日(

月)

、
掛

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
３
月
２
６
（
火
）、
本
部
庁

午
前
７
時
、
家
族
へ
は
笑
顔
を
見
せ
つ
つ
も
緊
張
し
た
面
持
ち
の
入
隊
予
定
者
た
ち
は
、
こ
れ
か

力
は
自
分
を
裏
切
ら
な
い
の
で
高
み
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
一
生
の
宝
で
あ
る

宮
川
本
部
長
は
「
厳
し
い
訓
練
の
中
に
も
片
時
も
国
防
や
災
害
対
処
を
担
う
使
命
を
忘
れ
ず
、
努

め
た
。

午
前
６
時
半
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
空
模
様
の
本
部
庁
舎
前
に
、
県
中
部
地
区
か
ら
陸

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
入
隊
者
や
そ
の
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
、
郷
土
・
家
族

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
家
族
や
友
人
、
本
部
職
員
、
担
当
広
報
官
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
と
「
頑
張
れ
！
」

舎
前
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
第
１
１
７
教
育

ら
自
衛
官
と
し
て
同
じ
志
を
持
つ
同
期
を
意
識
し
て
か
自
然
と
２
列
に
整
列
し
、
間
も
な
く
し
て
宮

同
期
と
助
け
合
い
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。


